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こ こに こんな言葉 が あ る。

Andthewholeearthwouldhenceforthbe

Awiderprisonuntome:

(1〕

それに もうこれか らは私にとって

地球全体が広大な牢獄 なんだか ら

これ は本論 で取 り上 げ る詩 人 バ イ ロン(GeorgeGordon,LordByron)28才 の時 の作

rシ ヨンの囚』(丁 肋Pブ ∫50η〃(ゾC痂 〃ωZ」1816年)の 中 の二 行 であ る。「地 球全体 が

広大 な牢獄 」 な どとい うのは,ち ょっ と聞い た限 りでは いか に も大袈 裟で感 傷的 な表現 で

あ るが,そ して この よ うな誇張 表現 はほ ん の一例 で あ って,こ の作 品 に限 らず他 の どの作

品 に も随所 に見 られ る もので あ るが,こ の よ うな大袈 裟 とも思 われ る表 現 に込 め られ た心

情 は,当 時流行 の世 界苦(Weltshmerz)に 覆 われ てい る時代 にあ っては 憂愁 に満 ちた 魅

惑 の情 感 を 誘 い人 々を 駆 り立 てず には おかな い 筈 の もので あ った 。 事 実 バ イ ロン現 象が

生 じた程詩 人 の作 品 は勿論 の こと詩人 自身 も もてはや され た時代 があ った。 それ が今 日世

界的 にバ イ ロン熱 が冷 め てそ の作 品 が もはや読 まれ な くな りつつ あ る,そ して何 れは読 ま

れ な くな るので は ないか とい うよ うな こ とが よ く言わ れた りす る。事実 そ うな の だ ろ う

か 。 このrシ ョンの囚』 は ど うで あ ろ うか。 これ もいず れ読 まれ な くな って しま う作 品 の

一'つな ので あ ろ うか。

この作品 は,1816年6月 終 り頃 詩人 が シ ェ リー(PercyByssheShelley:1792-1822)と

{2)
共 にス イス の ジ ュネ ー ブ湖(LakeGeneva)に 沿 ってル ソー(JeanJacquesRousseau:

1712-1778)縁 りの地 を旅 し,そ の湖 畔 に今 も実 在す る シ ヨンの城(thecastleofChillon)

を訪 ねた 時,そ こで 聞 いた話 に想 を得た ものであ る。詩人 自身 の脚 色に よ り実 際 と 異 な
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るの は当然 な が ら,作 品 では城 の地下 牢 に囚 え られた 実 在 の 人 物 ボ ニヴ ァー(Frangois
　

Bonivard:1496P-1570)は 聖 な る自由の戦 士 として大 幅に美化 され賛美 されて い る。 つ
く　ラ

ま り英雄 伝 説 の形 を と った この物 語詩 は,い わ ゆ るバ イ ロン風 〈英 雄 もの〉 の 系 列 に 属

す る。 そ して世 評で は殊 に この 系 列 の もの とされ る作 品が 『ドンジ ュァ ン』(Doπ 」襯 η)
　

に代表され るもう一つの系列である〈風刺 もの〉に較べて顧み られ ることが殊更少な くな

ってきているように言われてい る。が,全 体 として又趨勢 としてそ うい うことが言 えると

して も,果 た して この二つの系列 に分けて別物 として しまえるものか どうか も疑問である

し,た とえ類別できるとした ところで,そ れぞれの系列の中で も作品によっては後世の評

価 に浮 き沈みが当然考 えられるから,こ れか らも読むに耐えるか どうか個別的に当る必要

がある。その点 この作品はどうであろうか。後世読むに耐えるものであろ うか,少 な くと

も現代 に於て どうであろ うか。

確かに,詩 人 の言葉 それ 自体 には独 自の魅力は乏 しいよ うに思える。 しか し詩人が新 し

い ヴィジ ョンや イメー ジを もとに魅力 となる言葉を練 り上げ鍛え上げるとい う努力を して
　

いないのは,そ の創作態度を考えれば無理か らぬ ことと思われる。何かに触発 されて 自身
ほとば し

で も抑制のきかない心情が遊 り出てそれが紙面にぶつけ られる とい うもの で あ るか らに

は,ど うして も言葉 自体は陳腐で出来合いの口語的散文的なものとな らざるを得ない。 し

か し冒頭 に引用 した 「地球全体が広大 な牢獄」 とい う表現にして も,何 の変哲 もない言葉

の羅列にす ぎないのであるが,そ こに込められた心情 を思 う時,そ れが詩人の宇宙的絶望

のポー契であろ うとなかろ うと,そ の悲愴感は実にはなはだ しい。バイ ロソ熱 を体験 しな

か った世代の一人 として初めから醒めてはいて も詩人が表す ところの心境には身につまさ

れる思いがする。それは,こ の作品に限らず詩人の作品の生命が実は言葉 自体でもなけれ

ば思想で もない,む しろ言葉に込められた心情その ものにこそあるか らだ と思 う。 もっと

も,冒 頭の引用だけでは詩人が作品全体にぶつけた心情が どうい うものか,そ してそのニ

ネルギーの規模が どれ程の ものかその全体 は伝わ らない。そ こに込められた感情が どうい

うものかを知 る為 に,ま ず この物語詩の展 開を追 うことにす る。

主人公の父親が国の 自由を奪お うとす る〈時の権力〉 に抵抗 し,そ の信条を曲げなかっ
もろとも

たばか りに一族諸共捕 えられ,そ の老齢の父親 と六名の若者 の うち一人 とは火刑 に二人は

野にて処刑され,残 りの三兄弟は互いの顔 も見えないほの暗い城 の地下牢にそれぞれの柱

に鎖で繋がれ,そ の うち長男である彼のみを残 して二人の弟達 も次 々と死んでいった。近

くにいなが ら鎖 に繋がれているため為す術 もな く弟達が死んでい くのを唯見守 るよ りしか

たなか った彼は,そ れでも最愛 の末の 弟が死ぬのが分 った 時 には渾身の力をふ りしぼ っ

て鎖をひきちぎ り駆 け寄 った,が 魂はもう抜 け去 った後だ った。 この弟の存在は彼を この

忌まわ しい地上 に引き留め る唯一の絆を意味 した。その絆 も切れた今,自 身に訪れる獄死
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を控え無為に過 した歳月の うちに四肢が衰え髪が白 くな り愛する者 の全てを失 い地上の前

途 に何の希望 もない まま生 きることになっているのは,自 分の気が済むだけの為 に死んで

はならない とい う信条が自殺を差 し止めているか らにす ぎなかった。

肉親の最後の一人である末弟を死 とい うものによって奪われた彼は衝撃の余 り放心状態
す

にあったが,そ の朦朧 とした心身の麻痺の うちに何処か透 き間か ら入って来た小鳥の声を
(8}

聞 く。楽園(天 上)か らの訪問者(AvisitantfromParadise)か,は たまた死んだ 弟 の

魂が降 りて来て くれたか と喜ぶ のも束 の間その小鳥 も飛 び去って しま うと,又 もや弟に二

度 まで も去 られた気持ちにな り二重の孤独感に襲われる。

がその うち運命に変化が起きて,番 人達に同情が芽生え鎖が外れた状態のまま牢 の中で

ある程度 の自由が許されるようにな り,彼 は壁に足掛か りを作る。が勿論逃亡 しようとし

てではない。足掛か りを作 ったのは他で もない唯好奇心か ら外の景色特 に高 く誉える山々

を一 目見たかったか らである。 しか し,山 々やその頂 に被 る 雪そ して広 くて長い 湖 ・奔

流 となって送 る川 ・遠 くに白 く壁のよ うに見 える町 ・緑 の小島や湖の魚それに自由に空を

飛ぶ鷲を臨む うち,新 たに涙が 目に 浮かんできて心が 乱れ 自由奔放で 勢いのある外光に

触れた ことを 後悔 して下に降 りる。 と再び暗い牢の闇が 重 くのしかか って きてち ょうど

そ こが新 し く掘 られた墓穴の ように 感 じられるが 同時にそのような 休息の場が欲 しい と

願 う。

時を経てもはや長い付合い故に蜘蛛や嵐それに自身 の鎖 とも友達 となっていた頃,ど う

い う訳か遂に解放 されるとい う運びになった時には地下牢が 自身の一・部 となっていてそ こ
そと

から引剥 されるように思い,外 の 自由を再び得 ることがむ しろ苦痛 となって吐息が出る程

であった。

これが この作品の顛末であるが,作 品に盛 られた感情を見 るとい うことで主人公 の心境

の変化に沿えば物語は五つの出来事(① 主人公達兄弟が地下牢に入れ られる ②主人公の

弟達の死 ③小鳥の来訪 ④外光を臨む ⑤解放 され る)に 整理 され る。 これ らの うち最

も劇的な変化 として描かれているのは⑤ の解放 されるところか とい うとそ うではな くて②

の弟達の死の方である。 とい うより主人公の心境は根本的には弟達の獄死を境にして大 き

く変 り,変 化 したのは後にも先にもその一回だけとい うのが正 しい。その情況の違いは弟

達が居 るか居 ないかだけのことなのだが,主 人公 にとってはその差違が とてつ もな く大 き

いのである。だか ら弟達 の死後③④⑤それぞれ何れの時点に於ても意気の高揚 と消沈 とい

う起伏は見 られ るものの,結 果的 には弟達が居な くなった時の,た とえ何処へ行 こうとも

牢獄 の中だ,と い う心境をそれぞれの時点で改めて思い知 らねばならないだけのこととな

っている。

Imadeafootinginthewa11, {9)
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Itwasnottherefromtoescape,

ForIhadburiedoneandall

Wholovedmeinahumanshape;

Andthewholeearthwouldhenceforthbe

Awiderprisonuntome:

Nochild--nosire-nokinhadI,

Nopartnerinmymisery;

壁 に足掛か りを作った,

がそ こか ら逃げ ようと思ってのことではなか った,

とい うのは私は既 に誰 も彼 も葬 ることになって しまっていたか らだ

それ も人間の形を して私を愛 して くれた人全てだった;

それに,も うこれか らは私に とって

地球全体が広大な牢獄 なんだか ら:

子供だって,親 だって,肉 親は誰 もいないんだ,

この惨めさを分 って くれ る連れは もう一人 もいない;

主人公が地下牢 の壁 に足掛か りを作 ったのは外光を臨む為であって逃亡す る為 で は な

い(こ の辺 り,生 き残 って核 シェルターか ら外を覗 こうとす る心理を連想させ る)旨 を述

べる一一節であ る。要するに これが③④⑤それぞれの時点で改めて認識 され る最早弟達の居

ない心境である。 これには実は冒頭に引用 した二行が含まれている。あの二行は,作 品全

体の核 となるこの心愛のその又核 の部分で言 うなれば核中の核であ った。r地 球全体が 広

大な牢獄」 とい うよ うな表現はこの心境の特に最後の行 「この惨めさを分 って くれる連れ

は もう一・人 もいない(nopartnerinmymisery)」 とい う境地か ら絞 り出されて くる。

ち ょっと聞 くといかに も大袈裟なあの二行 も肉親の全てを失 った本人に してみれば,そ の

口か ら 「地球全体が」 とい う言葉が飛び出した として もさほ ど無理はないどころか至極当

然だとい う気がする。それに,詩 人によって主人公の肉親達特に弟達に付与 された性格を

考えると,彼 等全てを失 ってしまった ものにとって 「地球全体が広大 な牢獄」 とい うのは

文字通 り素直に受け とるべ き表現だ と言 えよ う。

殊に末の弟はその外観 も性格 も特にく美 しいもの愛お しい もの〉の典型 として地上の存

在であるよ りむ しろ天上の自由を象徴す るち ょうど天使のよ うな存在 として描 か れ て い
α①

る。③ のところで も死んだ末弟が小鳥 とダブ り羽の生 えた天上か らの使者 を 象徴 して い

る。 このよ うな天上あるいは自由の象徴は ここだけに限 らず作品のそ こごこで聖 なるもの
　

を表す色や数や生物 などのイメージやシソボルとして も見 られ るのであるが,実 は詩人は
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"S
onnetonChillon"と 題 した14行 詩 を この 物語 詩 の表題 よ りも前 に 出 して この作品 の

頭部 を飾 ってお り,し か もそれ が作 品全体 を象徴す る もの とな って い る。

EternalSpiritofthechainlessMind!

Brightestindungeons.Liberty!thouart,

Fortherethyhabitationistheheart-

Theheartwhichloveoftheealonecanbind;

Andwhenthysonstofettersareconsign'd-

Tofetters,andthedampvault'sdaylessgloom,

Theircountryconquerswiththeirmartyrdom,

AndFreedom'sfamefindswingsoneverywind.

Chillon!thyprisonisaholyplace,

Andthysadflooranaltar-for'twastrod,

Untilhisverystepshaveleftatrace

Worn,asifthycoldpavementwereasod,

ByBonnivardトMaynonethosemarksefface!

FortheyappealfromtyrannytoGod.

{1助

とらわれることなき心を表す不滅の精神 よ!

地下牢にあ って最 も輝 く,〈 自由〉 こそ汝な り,

か ような所 にあれ ど汝の住居は胸の内にこそあるか らだ

それ も汝 自由を愛す る心のみが縛 りうる胸の内だが;

汝の息子達が拘禁の羽 目に追いや られ

鎖をはめられ,湿 った地下室の陽を見ぬ闇の身 となるも,

彼等 の国は彼等 の殉教に よって勝利を得,

〈自在〉の風聞は風吹 くところ何処へ もはばた き飛 んでゆ く。

ショソよ!汝 の獄は聖所だ,

そ して汝の悲 しみの床は供物台だ 踏 まれる うち,

やがて歩みその もののために足跡が残 ったからだ

それ も汝の冷たい床張 りが芝地であるかのよ うに摩 り切れた,

ボニヴァーの歩みによって!そ の痕跡を消す者が一人 も無からんことを!

それらこそ暴虐 の世界か ら神 に訴えかけて くれるものだからだ。

この ソネ ッ トに 明 らか な よ うに,し か もそれが作 品 の頭 部 に来 て い る ことに よ ってそ の
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意図された役割通 り作品全体はその象徴によって聖化 を受ける。だか らこそ意識 されてか

されないでか恐 らくは無意識の うちにであろ うが作品中に も聖なるイメージや シソボルが

ち りばめられることになった りするのである。 ショソの地下牢 も囚われの主人公 ボニヴァ

ーも全てが聖化 されるから作品では何 もか も聖別 された虚構の存在 となる。人間である限

り現実には俗の部分 も必ず持ち合わせ ていな くてはおれないものであるから,聖 化された

ボニヴァーは当然実像のボニヴァーではな く詩人の英雄の投影像である。故に聖別 された

英雄 の信条 としてそのエネルギーは通常の レベルをは るかに越 えて肥大 した もの となる。

ここに詩人の心情(感 傷)が 大袈裟 なもの として写 る所以がある。しか し詩人に とっては

それ も必然的な意味合いを持 っているのである。

詩人の 目に写ったシ ヨソの地下牢は聖なる拝殿 であ る。その床は供物台であ り,そ の台
いけにえ

が摩 り切れる程常にその上に供物 として自らを運び置 く主人公 ボニヴァーは正 に犠牲その

ものである。それではそれは何に捧げ る犠牲か。 この地上では見えない〈自由〉 とい う神

である。主人公及びその肉親は全てその神の息子達で しか もこの地上では迫害され受難す

る人 々である。肉親である弟達は勿論く美 しい もの愛お しい もの〉である〈自由〉を体現

す るものであって この地上で唯一主人公 に連なる血筋である。彼等が死んだ ことによって

主人公に とっては最早地上に自由を発揮 し交歓 し得 る連れ(partner)が 一・人 も居な くなっ

て しまった。 ここの ところで 「地球全体が広大な牢獄」 とい う表現を捉 え直す と,唯 肉親

が失われた とい うだけに とどまらず,地 上に自由そのものが絶えて文字通 り 「地球全体が

広大な牢獄」 となるその象徴的な意味も見えて くるのである。弟達肉親を全て失 った こと

はく美 しいもの愛お しい もの〉の永遠の喪失を意味 し,そ の性質を有す る天上の血統を一・

切地上に失 ったのと同義であった。〈死〉 とい う 「暴虐(tyranny)」 によって弟達肉親に

象徴され るく 自由〉 とい う〈美 しい もの愛お しい もの〉が奪われそのく美 しい もの愛お し

い もの〉が反映 し合 う〈連れ〉が失われて しまって,正 に心通わす相手 もな く主人公一人

孤立 したままこの地上に幽閉されて しまった ことになる。故 に主人公 の居 る地下牢は既 に
　き

自由の意味を喪失 したく 自由〉の形骸を収める 「墓穴(grave)」 同然 とな り,地 上では最

早行 き場 のない〈自由〉にとって 「地球全体が広大な牢獄」 と化すのである。

Atlastmencametosetmefree,

Iask'dnotwhy,andreck'dnotwhere,

Itwasatlengththesametome,

Fetter'dorfetterlesstobe,

Ilearn'dtolovedespair.

{Hl

と うとう男達が私を解 き放ちにや ってきた,
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何故かなどと聞 きもしなか った,何 処へか とい うことも頓着 しなかった,

もはや私に とっては同 じことだったか らだ,

繋がれてい ようがいまいが どちらで も,

絶望を愛す るよ うになっていたか らだ。

これは⑤ の地下牢から解放される時点での主人公 の心境である。 「絶望を愛する(love

despair)」 とい うこの表現 も大袈裟 には違 いないが,脈 絡 として 「地球全体が広大な牢獄」

と化 した今 どちらを向いて も何処に行 って もそ こは牢獄の中であるから,地 上に居 る限 り

真に解放の希望はない とい うことである以上,そ の心情 としては当然の帰結であろ う。そ

の ような地上で生きてい く為には残 っている感情 としての絶望を糧にしてそれ と共生 して

い くしかない。それが 「絶望 を愛する」 とい うよ うな表現になるのであろ うが,考 えてみ
むご

れば凄まじくも惨い状態である。

そ こで もう一度顧み るべ きは,こ の物語詩に見 られる感傷が単に肉親達を失って悲嘆に

暮れ るとい うレベルに留まらず,尋 常の人間 とは異なる聖別 された英雄規模の心情が込め

られ謳い上げ られているとい うことである。〈自由〉に殉ずる血統が 自分一人 となった瀬

戸際のところで踏んば って耐えたその行為に人 々が共鳴 し,そ の国が勝利を得て地上 に自

由の火が消えずに済んだ とい うことで主人公を英雄 として称 えているのである。暴虐故に

「絶望を愛す る」 とまで言わずにおれない主人公,そ こに感傷は確かにあるが,そ のよ う

に苦悩する主人公を自由のための戦士 として英雄化 し聖別 し偶像化す るところに詩人 の反

逆精神が現われている。 しか もそれは激の性格を帯びているのである・それは自由の戦士

を殉教者 として聖化 し賛美す ることによって彼を苦 しめ 自由を侵害 した ものを敵 として立

ち向か うよ う世の人 々を焚 き付け駆 り立てる情熱であるが詩人の特性であるそのような情
ね つ

熱 ももうその生命を失い,果 して今 日意味を持たな くなってい るのであろ うか。

もし詩人の作品が,少 な くともこの作品が読 まれない とした ら,詩 人の悲愴感温れる反

逆精神が現代に通 じない とい うことになるのであるが,残 念 ながら現実にはどうもそのよ

うで,現 代に於ては詩人の反逆精神が激 としての生命を保ち得な くなってきてはいるよ う

である。実際の ところ表面的には主人公の感傷が何か こちら側の現実 とは感覚的に遊離 し

大層時代がか っているとい う印象は免れない。又,主 人公の悲愴感 にして もただ極めて大

袈裟に写 って しま うだけ とな りがちである。 しか し,も し現代人の多 くがそのように感 じ

るとしたら,な ぜそのように感 じるのかそ このところ こそ問題 としな くてはならない。

考えてみれば,現 代人に とって地球は正に広大 な牢獄である。望み もしない核の脅威 に

地球規模でおののきながら,経 済 とかイデオロギーとかいった 目に見えない手枷足枷に縛

られて他に逃げ場 のない地球 とい う殆 ど希望の光の無い所で,そ の惨めさ(misery)を 真
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に分かち合 う連れ もな く絶望を愛す るよ り他ない言わば無間の孤独地獄に囚われている。

四方八方核 の脅威 とい う壁に閉ざされそ こか ら出る望み もないように思える現代人は正に

く ショソの囚〉そのものではないか。そのような詩人 の表現通 りの情況にあ りなが らこの

作品に込め られた心情が直に駆 り立て となって来 ないのは何故であろ うか。それはやは り

現代 とい う時代の所為 もあるかもしれない。 とい うのは もし詩人 の飛ばす激 に現代人一般

も躍 ることがない とした ら,現 代には詩人が もてはやされた時代ほ ど余裕が無いか らだ と

思える。 まだ余裕のある一 世界苦を片手に酔 える 時代であれば,ま だ世直 しでも出

来そ うな余地の感 じられる時代であれば,ま だ希望 の持てそ うな世界であれば,詩 人 の反

逆の精神を支 える情熱は十分にその力を発揮す る筈であるが。

印象 として作品の大袈裟で 嘘 っぽい と感 じられる部分(「 地球全体が広大 な牢獄」 とか

「絶望を愛す る」 とか)が 実は現代に於ては正に現実その ものであるのに,そ の現実 に対

して どうしようもないとい う方法論 の欠如故に(と いって も為す術がない と信 じ込んでい

るが故にのことなのであるが),既 に自らの内に裏切 られているので 詩人の言 うところが

白々しく感 じられ るのであろ う。当時熱を持 って読 まれている時代に於ては,む しろ 逆

に,大 袈裟なが らそ こにまだ個人の力で何 とかなる余地を感 じ,詩 人の言 うところがた と

え大言壮語であろ うと現実 とのギャップを物 ともしない気宇壮大の念が莫大な推進力 とし

て人 々の希望を駆 り立て得たのであろ う。革命を期待 し得る時代では一人一人が立ち上が

れば何 とかなるとい う気運があった。だか ら詩人のく英雄 もの〉 も人 々を駆 り立てる力 と

はなった。 しかるに現代 に於ては,個 の反逆精神ではにっち もさっち もいかない複雑怪奇

と思えるよ うな世界 には,最 早通用 しない とい う失望感が浸透 して個我は没 して しまって

いるし,自 分一人何をしてみた ところで所詮何の足 しにもな りは しないとい う信仰 も又行

き渡 って しまっている。そ こで殆 ど直感的に,詩 人が,少 な くともこの作品が,面 白 くな

いように思えて しま うのではなかろ うかQ

だか らといって詩人にあるのは反逆精神 と単 なる感傷だけだ と見て しまえば この作品な

ども現代 に全 く意味を持たない もの として退け られて しまう。が,し か し本当にそれだけ

のものであろ うか。そ うではないとい う気がする。む しろ現代 とい う時代 との関連で この

よ うな時代に位置するが故に こそ何かを見逃 しているために詩人に意味を見出 し得ないと

い うことになってい るのではなかろ うか。

詩人の表現に至 る感情 の源を探 るよ うに していけば,現 代人 も自身まだはっき り認識で

きていない部分 まで含めて 自分 自身 の内奥 に突 き当る,そ うい う読み方をすれば この詩人

が再評価で きるのではないか,又 そ うい う視点か らなら感傷的な〈英雄 もの〉 とされて尚

軽ん じられ る傾 向にある系列の作品 も見直 してみ ることが出来 るのではないか,そ して事

実そ うすれば案外現代いや何時の時代に も普遍的に通 じる人間自体 の難題が より深 く掘 り

下げ られもす るのではないか,と い う気が して くる。何故 なら詩人の場合その反逆精神 に
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見 られる感情が意識の深部に根差 した ものであって,人 類普遍の〈怒 り怨み〉がその本質

であるか らである。 「地球全体が広大な牢獄」,「絶望を愛する」 この作品全体を代表

する主人公の これらの表現には詩人 の怒 り怨みの感情が潜伏 している。弟達の 死 と共 に

く美 しい もの愛お しいもの〉を永遠に失 った悲 しみ,残 された老の希望 のない恐 ろしさ,
はかな

そ して怒 り,そ こか ら感 じられて くる切なさ 優 さ,諦 め切れないが諦めざるを 得 ない 怨

み,そ ういった感情を死 をもた らした ものに対 してぶつけているのである。つま り殉教者

賛美の裏に怒 り怨みの念が隠れている。

それを考えると,現 代ではそのような感情が受け入れ られる余裕 も可能性 も確かに少な

いよ うに思われ る。本来その怒 り怨みの感情は激情 となって人 々に波及 し,そ れが集団 と

なって何 らかの対象に向か うものであるが,〈 怒 り怨み〉を向ける対象がは っき りしてい

れば集団はその憤葱をそ こへぶつけることが出来るし,実 際そのようにするだろ う。 しか

し現代のよ うに世界が複雑で見えない,ま た得体 の知れない感 じである場合,た とえその感
は

情があって も捌け 口が見当た らなければ,そ のエネルギーを向けようがない。あたかも巨
おび すく

大な怪物を前に現代人は既 に怯え錬んで しまっているかにみえる。現代に於ては〈美 しい

もの愛お しいもの〉を奪 う核戦争や癌 に象徴される脅威が自由を侵害す る〈時の権力〉に

相当す ると思 えるが,そ のよ うな対象を前に して現代人一般は意気阻喪 していて 自身確認

してみ ることもないまま心の底では早 々とも うどうしよ うもないのだ と既 に投げ出して し

まっているのではなかろ うか。意気阻喪 していては詩人の作品は面 白 くない。詩人の感傷

も激 も奮 い立つ どころか空々しく響 くし且つ暗 く重 くうっとうしいだけとい うことになる。

だか らといって詩人のこの激 の情熱に刺激され駆 り立て られない とした ら,果 た してそ

れは時代の所為であって詩人の方 に何時の時代に も耐える生命がないからだ と単純に割切

って しまってもいいものだろ うか。む しろこのように考 えられはしないだろ うか:こ んな

時代でも,現 代人一般の方が異常に損なわれ捻れ歪んで しまっていて 「希 望(hope)」 の
〔1@

確信を捨て るような ことにさえなっていなければ,詩 人の情熱はこの現代にも十分に通用

す るものである,と 。 このよ うに考えるのでなければ,仮 に 「地球全体が広大 な牢獄」に

なって しまっているので 「絶望を愛す る」のだ と言わずにはおれな くなっているがそれは

仕方 がないと諦め顔でいるならば,蛇 に睨まれた蛙 と同じで脅威か ら自身の 目を逸 らし死

んだふ りをしている現代人は自身のその疎みに気が付 いていない ことにな り,あ たか も自
しび 〔161

ら進んで 自身を痺れさせ,詩 人の純粋な情熱に不感症 になっているとしか言いよ うのない

病人のままであるに留 まらず,も し〈希望 の確信〉を取 り戻せないよ うな ら,人 類 も文明

も何 もか も全てを支えている地球 自体が非常に危なっか しい ことになって しまう。

とい うのも,こ の〈怒 り怨み〉は何 も詩人一人 のものではない,普 段は無 自覚ではある

がそれは人類普遍 の情動 であって,人 間が生 きている限 り何時の時代 も常に全ての人々が
ず

引き摺 っている生命 自体 の原始的エネルギーだか らである。
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は じめに全 て の存在 を生か す生 命 エネ ルギ ーがあ る。人 間 に とって神 とも呼べ るそ のエ

ネル ギー 自体 の原理 は く 自由〉 その もの であ り,そ のエ ネ ルギ ーは人間 の場合 は 自我 意 識
ろ

の層を通 って表 出す る。 自我意識の層は,ち ょうど濾過器に当 り,そ こに個人差が特徴 と

して現われ る。その 目が詰 っている(現 実には 自我意識に対 して諸条件の拘束 が きっ い

か,実 際そ うでな くて もそのよ うに知覚されるかす る)と,エ ネルギーはそれだけ一・層勢

い よく障害を越えて噴出 しようとする。詩人の場合はち ょうどこれに当る状態ではなかっ

たか と推察される。 肉体的にも精神的に も障害 となる束縛を強烈 に実感する余 り,エ ネル

ギーの噴出 も爆発的な ものとなったのであろ う。詩人 の自我意識に捉えられた現実の障害

は,自 身の内部を突 き上げるエネルギーを肯定す る詩人 にとって悪であ り暴虐であ り,〈怒

り怨み〉の対象 とな り,内 部エネルギーは怒 り怨みの感情 となって対象に向 ってい く。 し

か し詩人の場合,そ の感情 を外 にばか り向かわせ ることは既 にゃめて再度引 き戻 して自我

意識に於て対象を見出 しそれ と格闘 している。 この作品に於て ソネ ット部 にも物語部 にも,

主人公が抵抗あるいは反逆 したのは どうい う自由の侵害か具体的には書かれていない。主

人公が抵抗するに至 る経緯については極力省かれ,抵 抗す る姿そのものに表現の殆 どが割

かれている。対象が具体的でない とい うことは何か 目に見えないものに対 しての抽象的な

抵抗であ る。それはエネルギーを肯定す る詩人 の自我意識に とって最大最終 の障害(敵)

となるく死〉であ り,そ れは 自分 の 自我意識諸共エネルギーを 奪い去 って しまう のだか

ら,も うこれ以上ない暴虐 として写 る。 しか し自我意識にとって 〈死〉 は全 く不可解な

代物故に取組合お うにも難物過 ぎるため詩人にもその戸惑いが見 られ る(作 品中,詩 人 は
㈱

〈死〉 とい うものに対 して,一 方 では それは極 め て 「恐 ろ しい もの(afearfulthing)」
(18}

として又 もう一方 ではそれを 「安息(arest)」 として見 るといったよ うな矛盾 した対応を

示 している)。 もっともこの戸惑いは,少 な くとも近代 自我を有す る者全てに とって共通

のものである。 自我意識に於 てその知性 と共に生命を肯定す る限 りく死〉はその対極に位

置するものとして捉えられ る。生命エネルギーと〈死〉は 自我意識 の上に於ては渾然一体

ではな く分極化 しているのである。 このエネルギーはその性格上一旦覚醒 して 自我意識の

レベルを通過す る時,そ の レベルで 自覚を伴い,例 えば〈美 しい もの愛お しい もの〉を亨

受する自由を死に代表 され る暴虐 によって一方的に奪われてしま うとす ると,死(暴 虐)

をもた らした ものに対 して怒 り怨みの感情 と化 し留めよ うもな く内か ら沸 ぎ起 こって くる

ものである。 このエネルギーは本来感情の型 としてはく怒 り怨み〉でな くて も感動で もよ

い し,そ の捌け口としての対象 も何 でも構わない,と にか く対象を求めて〈自由〉 に捌け

ればいいのである。 ところが現代人は不安のため無 自覚の うちに希望 を抑 えられて しまい,

〈怒 り怨み〉 となるエネルギーの駆 り立 てられ るべ き方 向を見失って病に陥っている(異

常増殖す る癌 もそのあらわれか もしれない)。 とい うのもこのエネルギーの 〈怒 り怨み〉

の情動へ の変貌は人間がいて死や悲 しみがある限 り絶 えず生 じず には止 まな い 性 格 の も
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のであ るから,捌 け口がなければ不燃焼を起 して漁 り続けていな くてはならないか らであ

る。今 まで人 々は個人でも又集団でも極 まりな く何 らかの捌け口を求めてはそれを捌かせ

てきた。 しか し今や現代に於ては時代が時代だけに従来のや り方では捌かせ得 な くなった。

人類は世界大戦を二度 も体験 し意識 の上ではもう懲 りているにもかかわ らず,又 非常に

愚か しい と思いなが ら尚 も何処かで絶 えず戦争 を繰 り返 している。人間はそれ程馬鹿では

ない と口では言いながら,し か し同時 に第三次世界大戦 もあるいは起って しまうのではな

いか とも思っている。つまるところそれは既 に気持の上で核戦争が起ることも諦め許 して

しまっているの と同 じことで,発 想 の大転換を計 らないで今のまま進めば現実に起 り得て

しま う可能性は大いにある。何故なら,無 意識の うちにエネルギーの捌け口として必ず敵

(対象)を 求 めて しま うか らである。 しか も習慣的に実際に外に見えるものに対象を求め,

それを自由束縛あるいは侵害の敵 としてや っつけよ うとして しまうが,実 は人間の意識を

束縛 ・侵害 しよ うとす るものはその窮極 としてのく死〉 こそが人類の真の敵であ り,そ れ

も自我意識の うちにこそあるのに,そ れに気付かないで常に受けている束縛 ・侵害 に対 し

て 自覚な く欝積 した怒 り怨みの感1青が,ご まか しの捌け口なが ら現実の手近で 安 易 な 敵

(国)を 求めて しまう。 それが この地上での愚かな争 いとなる。 核戦争は これまで抑 えて

集積 して きた人類の く怒 り怨み〉 の正に終極 の 爆発であ り,も う今後 これ以上はない と

い う〈怒 り怨み〉の権化 である。 とうとうこのよ うな時代の壁 に突き当たった現代の我 々

は,も う何処にも逃げ られない ところへ来て しまっている。奇 しくも詩人が表 した 「地球

全体が広大な牢獄」 となった ところに我 々は位置 し 「絶望を愛する」 ことを余儀な くされ

る羽 目に陥っているのである。期せず して詩人の表 している言葉 は現代人に とっては今更

言わず もがな と思 える程余 りにも現代の情況その ものをそ っくり先取 りして描 くことにな

っている上,し か もこの現代の情況は人類史上壊滅的致命的な極限の情況であるか ら無論

どのような時代に も通 じる普遍の心理情況である。 とはいえ,こ れ らの表現が正に現代の

現実 を突いていることな ど詩人 自身は勿論思 って もみなか った ことであろ う。それはむ し

ろ詩人の意識 している ところ とは別 に,感 情 自体の普遍性が時代を越えて直観的に知覚 し

た ところが求めた表現の半ば自動的な表 出であろ う。人類に意識が誕生 して以来今 日に至

るまでず っと,感 情 となる以前 の渾沌(人 類いや普遍的な生命の根源的なエネルギー)が,

解放 と自由を無意識 の うちに望み外に送 り出ようとするその属性故に,そ れ 自体 の障害 と

なるものの解決を意識上に表面化す るところで絶えず迫 って きたのである。人類が 自由 と

い うものを飽 くことな く求め続 けてきた訳はそ こに こそある。

しか し人類は今 日まで自由を求めなが らその実,真 の自由の達成を これ また飽 くことな

く回避 してきた。忌 まわ しい暴虐 の代表 としてのく死〉 とい う意識上への表 出に恐れから

か面 と向き合って取組む ことを自分 自身の うちにタブーとして放置 してきた。暴虐 のあら
そと

われを見て人はそれをもた らしたものを外にイメージし,そ れを対象 として怒 り怨む とい
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う無 自覚で原始的かつ短絡的な解 決の仕方 しか して こなか った。絶対数か らい って大抵の

人間は どうしても,自 らが危機に瀕 して初めて自身 の内に生命エネルギーの訴えを聞 くこ

とになるものであるから,実 際には死ぬ間際になって迫 られ るまで〈死〉 と対峙すること

はなかなかあ り得 ない。 しか しそ うなってか らではいつも一・か ら一人で解決 しよ うとする

ことになるか ら自我意識の 自由に とっては余す ところ時間 もな く既 に手遅れで,そ れが延

いては人類全体の 自我意識の地平線が旧態依然のまま開けず,彼 方 に死 のテーマを懸案 と

して未だに抱 えていな くてはならない原因 となってきた。 しか し今や現代人は揃 って正に

危機 の最大最終のものに晒 されて,誰 もが否応な しに死 と対峙 しな くてはおれな くなった
こぞ

(それ も挙 って時間をかけてち ょうど詩人が既に 自我意識の層 で対応 していたよ うにその

後を受けてである)。 それにもかかわ らず尚詩人の感傷が何か こち ら側 の現実 とは 感覚的

に遊離 し大袈裟に写 って しま うだけであるとした ら,現 代人がその〈怒 り怨み〉 となる感

情の対象(捌 け口)を 見失 って無意識 の うちに既 に絶望 してお り,詩 人の情熱 に不感症に

な っている訳だが,そ れは全て対象が外界にあるもの とのみ思い何 もか も即物的に見て し

まお うとす るため自分の外にばか り気が行 くか らだ と考える。故に,現 代人が本当に詩人

に,少 な くともこの作品に意味を感 じないとした ら,何 の解決 も見当る筈がないのに どう

しても自分 自身の目を外に向ける性向か ら,詩 人 の感情の対象 もやは り外 の 現 実 に実 際

あ る暴虐に向け られているのだ としか見ないか ら,そ こにあ るのは詩人がもてはや された

時代にのみ通用す る反逆精神 と単なる感傷だけ となる訳であるが,そ れは現代人も未だに

く死〉を知 らない うちにタブー として,向 き合 うことを避けて通 ろ うとしているか らであ

って,詩 人がく死〉 とい う人類普遍 のそ して畢寛のテーマと格闘 しているのに,そ の際の

心情を反逆精神だの感傷だのとしてその根本の ところ(死 のテーマ)を 見逃 し,更 にその

根本の ところが現代人 も自我意識の上 で未解決のまま未だに蓋を しているところであるこ

とをも捉え損ねているのである。

詩人の 目指 している窮極 のところは 自我意識の 自律性である。〈 自由〉 とい うの も畢寛

く死〉に代表 される暴虐のない自我意識の境地であ り,〈 怒 り怨み〉にして も自由を阻む

暴虐 に対 して向けられる意識の深部に支えられた 自我意識の自律 しよ うとす る念願の発露

なのである。そ して この念願は現代人 のみな らず もともと人類普遍の〈自分〉 の中にある

もので,そ の同じものを詩人に見ている訳だか ら,気 付かずに詩人を捨てることは自分 自
そ っ ぽ

身に外方を向 くのと同じである。 もっとも詩人の〈死〉 との格闘 も勝利 している訳ではな

い。そ こに暁 までは示されてはいない。それは,し か し,人 類に とっての解答に対す る,

近代 自我に伴 う知性 とい うものの限界であろ う。それを,詩 人 と同じ地平に立 っているの

に,現 代人はどうい うものか錯覚 して 自分達 は詩人 より先に進んでいて詩人はもう古い と

思い込んで しまってい る。詩人を古 いあるいは意味がないとして放置 して しま うことは,
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詩人の内にあ り現代人の内に もあるものを又 もや見過 ごし放置 して しま うことに繋が る。

しか しここの ところをなおざ りに して放置すれば何時 まで経 って もその〈怒 り怨み〉は昇

華されず,覚 醒 したエネルギー自体がその捌 け口を求めて止 まない。 自我意識がその方向

を間違 って しま うと〈外〉に核戦争 とい う最終的な憤懸 の爆発 も起 りかねない。核戦争に

して も自由を求 める心の裏返 しであるが,そ のエネルギーを〈内〉へ,ど のように向ける

か,そ れが課題である。それは自律 したい と希求する自我意識が,〈 自分〉 自身が死ぬ と

い うこととどう溶け合 うか,と い うことであろう。

以上 のよ うに,詩 人 の感傷が現代にも通用す るか とい う疑問か ら,詩 人 と作品を〈エネ

ルギーとその放出〉即ち一人 の人間の普遍的な一つの現象 として見て きた訳であるが,こ

のよ うな視点か らすると,そ の創作態度か ら意識下 のものが多 く表 出して きている詩人で

あることを認識すれば,こ の詩人 も現代 に通用す るものを十二分に持っているのではない

か とい う気が して くる。

注

(1)ThomasMoore,7巧 θWb7々56ゾ 五〇74Bッ70π,w励 溜5五 θ漉r5α η4Joπ プηαZ5,α η4紐5

L旋(17vols;London:JohnMurray,1835),X,p ,239(7%θP万50π θプ(ゾC乃 ゴ〃oη,)皿,322-23)。

以 下 、 括 弧 内 の 数 字 は 同 テ キ ス トか ら の 引 用 の 節 ・行 を 表 す 。

(2)レ マ ソ 湖(LakeLeman)と 通 称 さ れ,作 品 で も こ ち ら の 呼 称 が 使 わ れ て い る 。

(3)ジ ュ ネ ー ヴ の 愛 国 者 ・Lompnesの 領 主(seigneurdeLompnes)で あ るLouisBonivardの 息 子

で,フ ラ ン ス 東 南 部 地 方SavoyのSeyssel生 れ 。 ジ ュ ネ ー ヴ に 近 いSt.Victorの 小 修 道 院 長 と

し て お じ の 跡 を 継 ぐ と,サ ヴ ォ イ 公(dukeofSavoy)で あ るCharles皿 及 び そ の 血 筋 で あ る ジ ュ ネ

ー ヴ 司 教(thebishopofGeneva)カ ミ行
っ た 市 の 自 由 に 対 す る侵 害 に 反 対 し始 め た 。 サ ヴ ォ イ 公 に

よ っ て,Gexの 地 で1519年 か ら21年 に か け て 投 獄 さ れ 修 道 院 を 失 う と ま す ま す 反 サ ヴ ォ ィ と な っ

た 。1528年 に は ジ ュ ネ ー ヴ 市(thecityofGeneva)に よ っ て 支 援 さ れ,彼 の 教 会 の 収 入 を 奪 っ た

者 達 に 対 し て 武 器 を と っ た が,1530年 に は 再 び 大 公 に よ っ て 捕 え ら れ シ ヨ ソ の 城 に 投 獄 さ れ た 。 そ

こ で 彼 は,1532年 か ら,ベ ル ン 人 が1536年 に 彼 を 解 放 す る ま で 地 下 に 閉 じ 込 め ら れ て い た 。 プ ロ テ

ス タ ン トに な っ て,彼 は ジ ュ ネ ー ヴ か ら 恩 給 を 得 て4回 結 婚 し た 。

(4)代 表 的 な も の と し て,Mα η舜84(1817)やCα 伽(1821)な どが そ の 系 列 に 入 れ ら れ る 。

(5)Z)oπ 」襯 η(1819-24)の 他,B6ρ ρo(1818)やTろ8碗5∫oη(ゾJlπ4g魏 θ彫(1822)な ど が 挙 げ ら

れ る 。

(6)PeterQuennel1(ed.),Bツ70π'・456がPo惣 碗(2vols;London:JohnMurray,1967),1,

p.226:Towithdraw魏 ッ58げfrom魏 ッ56♂ノ(ohthatcursedsel丘shness!)haseverbeensole,

myentire,mysinceremotiveinscribblingatall;andpublish圭ngisalsothecontinuanceof

thesameobject,bytheactionitaffordstothemind,whichelserecoilsuponitself .

(7)BertrandRusselしHゴ5∫oπyげ 既5'θ プπP痂Zo∫oρ 左y(London:GeorgeAIIen&Unwin,Ltd.,

1971),p.721.

(8)Moore,oゑ 碗.,p.238(X,284).

(9)1∂ ∫4。,p.239()亜,318-25).

(1①1∂ ゴ4.,p.230(W,73-91).

q1)聖 な る 色 と し て は,white,azure,数 と し て は,one,three,seven,生 物 と し て は,bird,eagleな
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どが挙 げ られ るが,物 語 の場 面が地 下牢 であ り,主 人公 がそ の中に囚わ れて い る とい う関係か ら,

そ の情 況 に まつ わ るイ メージの色 ・数 ・生 物 も勿 論 出て くる。 以下 にそれ ら も一緒 にま とめ る と:

〔色〕white(1,2),white-walrd,whitesails(XIII,339-40)聖 性,光 明,(永 遠 な る)生 命,精

神 的挑 惚感 とエネル ギ ー;azure(X,268)天 界,天 空,希 望;green(XIII,344)復 活,永 遠,不

滅,母 な る大地 の豊饒,生 命,自 然,愛;grey(1,1)苦 難,餓 悔,哀 悼,繁 茂,復 活(た とえば

キ リス ト),中 立,禁 欲,放 棄/〔 数〕one(1,17,18,21;皿,49)統 合,神 秘 の中心,宇 宙を創

り維持 す る最高 存在,神(キ リス ト教);three(1,25;N,69;XIII,346)聖 な る(霊 的な)数 字

で,3相 を 持 つ神 々 と関連す る,創 造性;seven(1,17;∬,27,29)太 陽 の神聖 さ,清 め;six

(1,18)完 全,調 和,創 造,進 化,豊 饒;two(1,21)両 極,生 と死/〔 生 物〕bird(X,252,268)

神 の表 象,霊 化,自 由;eagles(IV,81),eagle(XIII,353)神 の尊厳,地 上 か ら離脱す る霊や魂;

mice(XIV,383)生 蟄;spiders(XIV,381)絶 望 と希 望;飴h(XIII,351)生 命,豊 饒,性 欲 を表

す。

ωMoore,ψ.6ゼ',,p.223.

(13}乃 認.,p.241(XIII,362).

(14)乃 ゴ4.,p.241(XIV,370-74).

(15)乃 鉱,p.241(XIV,368-69):主 人 公 が囚われ の状 態 で,Ihadn・hopemyeyestoraise,/

Andclearthemoftheirdrearymote;と 述 べてい る ところな ど,現 代 人が希 望の確信 を喪失 し

て い る心理情 況 と全 く相通 じる もので あろ う。

(16>麻 薬 に限 らず感 覚を麻痺 させ る もの一般 の氾濫 が この ことを裏付 ける もので あ るか もしれな い。

(1「お1ろ ゴ諾,p.234(V皿,176).

(18)乃 ゴ♂.,p.241(XIII,365).
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